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・個別施設の状態・利用状況等に基づく施設評価 

  個別施設の状態（劣化・損傷の状況や要因等）の他、当該施設が果たしている役

割、機能、利用状況、施設維持に必要な経費等から市内の類似施設と比較を行い、

各施設をⅠ～Ⅳ型で分類する。 

 

 

 

 

ソフト指標・・・当該施設の規模に対する年間の維持管理経費及び利用者数等か

ら比較を実施。高くなるにつれ効率的な施設運営が行われてい

る。 

 

ハード指標・・・当該施設の劣化判定調査の結果から比較を実施。高くなるにつ

れ施設は良好な状態である。 

 

 

施設評価 内   容 優先順位

Ⅰ型 

類似施設と比較して老朽化や劣化が進んでおり、年間利用者数・維

持費等の観点から効率的な運営・利用が行われているから、対策を

行う優先度が最も高い。 

 

Ⅱ型 

類似施設と比較すると年間利用者数・維持費等は芳しくない。しか

し、施設の老朽化や劣化は進んでいるため、順次対策を行う必要が

ある。 

Ⅲ型 

類似施設と比較して施設の状態は良好である。年間利用者数・維持

費等の観点から効率的な運営・利用が行われていることから、必要

に応じて対策を行う必要がある。 

Ⅳ型 
類似施設と比較すると施設の状態は良好であるが、年間利用者数・

維持費等は芳しくない。 

 

 

 

 

（出典：大館市公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画）
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